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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，詳細な野外観察と薄片記載と，系統的な全岩組成・同位体分析を組み合わせることによって，
島弧花崗岩マグマにもマントル起源物質の痕跡が見出されること，そのマントル成分は海溝側から大陸側に
向かって系統的に変化していくことを初めて明らかにした。花崗岩研究から踏み込んでマントル物質の議論
まで行える可能性を示したこと，Pb同位体から地殻流体の影響を明らかにしたこと，それらの研究方法に
道筋をつけたことは，地球進化科学全般にとって重要な貢献である。さらに同時期花崗岩の広域的な組成変
化を，マントル起源の始源マグマと地殻物質との相互反応の結果としてとらえ，その原因を背弧側の引張応
力と前弧側の圧縮応力といったテクトニクスと結びつけて議論したことは，従来の知見を大きく進展させた
ものであり，その功績は大きく，博士（理学）の研究に値すると判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
